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(57)【要約】
【課題】  複数ライン選択を行う表示装置において、Ｆ
ＲＣによる階調表示時にフレーム周波数を上げずにフリ
ッカの発生を防止する。
【解決手段】  階調データを出力する階調レジスタを水
平及び垂直同期信号１９３、１９４によりシフトさせる
階調制御部１９１とシフト量保持用ＲＡＭ２０１を用
い、マイコン２０２によりシフト量保持用ＲＡＭ２０１
の値を適宜変化させ、同一フレーム面内および、フレー
ム間でオンオフパターンをランダムに分散させることに
よりフリッカの発生を防止することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  同時に複数行（Ｎ行）のコモン信号線を
選択し、フレームレートコントロールにより階調表示を
行うマトリクス型表示装置にあって、
階調レジスタ回路と、
前記階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同期信号も
しくは垂直同期信号によってシフト処理する階調制御部
と、
Ｎ行の組のうちの偶数行および奇数行のうち少なくとも
一方でありかつ２種類のシフト量を保持するＲＡＭと、
Ｎ行の組みごとにシフトするＲＡＭと、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路を具備し、
前記階調レジスタ出力が順次前記階調選択回路に接続さ
れ、
階調選択回路は同時刻の階調レジスタの出力を用いてＮ
行の階調処理を行うことを特徴とするマトリクス型表示
装置。
【請求項２】  同時に４行のコモン信号線を選択し、フ
レームレートコントロールにより階調表示を行うマトリ
クス型表示装置にあって、
階調レジスタ回路と、
前記階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同期信号も
しくは垂直同期信号によってシフト処理する階調制御部
と、
４行の組のうちの第１行目と第２行目のシフト量および
第３行目と第４行目のシフト量うちの少なくとも一方の
シフト量を保持するＲＡＭと、
４行の組みごとにシフトするＲＡＭと、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路を具備し、
前記階調レジスタ出力が順次前記階調選択回路に接続さ
れることを特徴とするマトリクス型表示装置。
【請求項３】  同時に４行のコモン信号線を選択し、フ
レームレートコントロールにより階調表示を行うマトリ
クス型表示装置にあって、
階調レジスタ回路と、
前記階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同期信号も
しくは垂直同期信号によってシフト処理する階調制御部
と、
４行の組のうちの第１行目と第４行目のシフト量および
第２行目と第３行目のシフト量うちの少なくとも一方の
シフト量を保持するＲＡＭと、
４行の組みごとにシフトするＲＡＭと、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路を具備し、
前記階調レジスタ出力が順次前記階調選択回路に接続さ
れることを特徴とするマトリクス型表示装置。
【請求項４】  同時に複数行（Ｎ行）のコモン信号線を
選択し、フレームレートコントロールにより階調表示を
行うマトリクス型表示装置にあって、
階調レジスタ回路と、
前記階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同期信号も
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しくは垂直同期信号によってシフト処理する階調制御部
と、
Ｎ行の組のうちの偶数行および奇数行のうち少なくとも
一方でありかつ２種類のシフト量を保持するＲＡＭと、
Ｎ行の組みごとにシフトするＲＡＭと、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路と、
階調比較テーブルを具備し、
前記階調レジスタ出力が順次前記階調選択回路に接続さ
れ、
階調選択回路は同時刻の階調レジスタの出力を用い、か
つ階調比較テーブルによってＮ行の階調処理を行うこと
を特徴とするマトリクス型表示装置。
【請求項５】  同時に複数行（Ｎ行）のコモン信号線を
選択し、フレームレートコントロールにより階調表示を
行うマトリクス型表示装置の駆動方法にあって、
階調ごとに設けられた階調レジスタを水平同期信号もし
くは垂直同期信号によってフレームシフトまたはライン
シフト処理を行い、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路で、同時刻
の階調レジスタの出力を用いてＮ行の階調処理を行い、
フレームごとにラインシフト量を変化させることを特徴
とするマトリクス型表示装置の駆動方法。
【請求項６】  同時に複数行（Ｎ行）のコモン信号線を
選択し、フレームレートコントロールにより階調表示を
行うマトリクス型表示装置の駆動方法にあって、
階調ごとに設けられた階調レジスタを水平同期信号もし
くは垂直同期信号によってフレームシフトまたはライン
シフト処理を行い、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路で、同時刻
の階調レジスタの出力を用いてＮ行の階調処理を行い、
フレームレートコントロールごとにラインシフト量を変
化させ、
かつＮ行の組の中でシフトさせる行が少なくとも１行変
化させたことを特徴とするマトリクス型表示装置の駆動
方法。
【請求項７】  請求項１から４のいずれかに記載の表示
装置と、
復調回路と、
キー入力回路とを具備する携帯情報装置。
【請求項８】  請求項１から４のいずれかに記載の表示
装置と、
映像信号処理回路と、
電源周波数によりシフトデータを変化させる切り替え手
段を具備することを特徴とする液晶テレビ。
【請求項９】  同時に複数行（Ｎ行）のコモン信号線を
選択し、フレームレートコントロールにより階調表示を
行うマトリクス型表示装置にあって、
Ｍビットの階調レジスタ回路と、
前記階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同期信号も
しくは垂直同期信号によってシフト処理する階調制御部
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と、
Ｎ行の組のうちの偶数行および奇数行のうち少なくとも
一方のシフト量を保持するＲＡＭと、
Ｎ行の組みごとにシフトするＲＡＭと、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路を具備し、
第１番目から第Ｍ番目の前記階調選択回路は、前記Ｍビ
ット階調レジスタ出力の下位ビットから上位ビットに順
次接続される場合と、前記Ｍビット階調レジスタ出力の
上位ビットから下位ビットに順次接続される場合が交互
に行われ、
階調選択回路は同時刻の階調レジスタの出力を用いてＮ
行の階調処理を行うことを特徴とするマトリクス型表示
装置（図２９）。
【請求項１０】  同時に複数行（Ｎ行）のコモン信号線
を選択し、フレームレートコントロールにより階調表示
を行うマトリクス型表示装置にあって、
Ｍビットの階調レジスタ回路と、
前記階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同期信号も
しくは垂直同期信号によってシフト処理する階調制御部
と、
Ｎ行の組のうちの偶数行および奇数行のうち少なくとも
一方のシフト量を保持するＲＡＭと、
Ｎ行の組みごとにシフトするＲＡＭと、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路を具備し、
第１番目から第Ｍ番目の前記階調選択回路は、前記Ｍビ
ット階調レジスタ出力の下位ビットから２Ｘビット（Ｘ
は自然数かつＭ＞＝２Ｘ）を順次接続し、さらに続け
て、２Ｘ―１ビットを順次接続し、
階調選択回路は同時刻の階調レジスタの出力を用いてＮ
行の階調処理を行うことを特徴とするマトリクス型表示
装置（図３０）。
【請求項１１】  同時に複数行（Ｎ行）のコモン信号線
を選択し、フレームレートコントロールにより階調表示
を行うマトリクス型表示装置にあって、
Ｍビットの階調レジスタ回路と、
前記階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同期信号も
しくは垂直同期信号によってシフト処理する階調制御部
と、
Ｎ行の組のうちの偶数行および奇数行のうち少なくとも
一方のシフト量を保持するＲＡＭと、
Ｎ行の組みごとにシフトするＲＡＭと、
各セグメントごとに設けられた階調選択回路を具備し、
前記Ｍビット階調レジスタ出力は連続するＭ個の前記階
調選択回路と１対１で順次接続し、
階調選択回路は同時刻の階調レジスタの出力を用いてＮ
行の階調処理を行うことを特徴とするマトリクス型表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はマトリクス状の画素
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構造を有する液晶表示装置などに関する。
【０００２】
【従来の技術】階調表示方式のひとつとして複数のフレ
ームを用いて、フレームごとに列電圧を制御することに
より階調表現を行うフレームレートコントロール方式
（ＦＲＣ）がある。図１７（ａ）は８階調のうちの１階
調目を表現する場合の例であり、オンを１フレーム、オ
フを６フレーム表示することで表示可能である。しか
し、この方法で多階調化するとフリッカが発生するとい
う問題がある。そこで、画素ごとにオンとオフのタイミ
ングをずらし、かつ空間的にもオン画素とオフ画素の比
を階調数にあわせることによって、フリッカを押さえる
方法がある。これを実現したものとして図１７（ｂ）の
パターンがある。図１７（ｂ）は画素マトリックスの表
示状態を示すものであり、それぞれの行をコモンあるい
はライン、それぞれの列をセグメントあるいはカラムと
呼ぶ。この方法は例えばＮ階調のうちのＭ階調目を表現
する場合、１行目においては１列目から順にＭ列までの
画素をオン、次の（Ｎ－Ｍ）列をオフとし、最終列まで
この割合でオンとオフを繰り返す。２行目においてはオ
ンオフ画素を分散させるため１行目のデータをある値Ｌ
だけシフトさせて表示させる。以下１行ごとにＬずつシ
フトして表示させる。このときのシフト量Ｌをラインシ
フトと定義する。これにより空間的にオンオフを分散配
置することが可能である。次に時間的にオンオフを分散
させる。１フレーム目の１列目のデータ列に対し、２フ
レーム目の１列目のデータはラインシフトと同様にある
値Ｆだけシフトして表示させる。この時のシフト量Ｆを
フレームシフトと定義する。３フレーム目以降も同様に
前フレームの一列目のデータ列からＦだけずらしたパタ
ーンを表示させる。各フレームの２列目以降は１フレー
ム目と同様ラインシフトさせて表示する。図１７（ｂ）
はラインシフトＬ（＝１）、フレームシフトＦ（＝３）
を用いて８階調中の１階調目を表現した例である。なお
ここでは７行７列で説明しているが、大きな画面ではこ
の７行７列を縦横に並べ敷き詰めればよい。すべてのフ
レームでオン画素の割合は等しく、ある画素例えば１７
３の画素を見るとオフ・オフ・オン・オフ・オフ・オフ
・オフとなっており、８階調中の１階調を表現してい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ＦＲＣ（Frame Rate C
ontrol）により階調表現を行う場合において、表示階調
数が増加するとオンの回数とオフの回数の比が小さくな
る階調が発生するためフリッカが発生しやすくなる。フ
レームレートを増加させて、フリッカを低減させる方法
があるが、消費電力が増加する。例えば２５６色表示で
は７フレームで階調をあらわすのに対し、４０９６色表
示では１５フレーム必要であり、単純にはフリッカレベ
ルを同一にするためには、フレームレートを約２倍にし
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なければならない。一方で、携帯電話をはじめとする移
動体端末では電源が限られており、消費電力を低減する
ことが求められている。また、表示装置の狭額縁化、コ
スト削減の要求からもフリッカ対策の回路はシンプルで
ある必要がある。
【０００４】本発明は上記従来の問題点を解決し、ＦＲ
Ｃにより階調表示を行う場合において、フレームレー
ト、回路規模を増大させずに表示可能な階調数を増加さ
せること、動画表示に適しているといわれている複数ラ
イン同時選択法（ＭＬＳ：Multi Line Selection Metho
d）の回路構成に適したＦＲＣ階調表示方法を提供する
ことを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】この目的を達成するため
に本発明の表示装置は、同時に複数行（Ｎ行）のコモン
信号線を選択し、フレームレートコントロールにより階
調表示を行うマトリクス型表示装置にあって、階調レジ
スタ回路と、階調レジスタ回路の階調レジスタを水平同
期信号もしくは垂直同期信号によってシフト処理する階
調制御部と、Ｎ行の組のうちの偶数行および奇数行のう
ち少なくとも一方でありかつ２種類のシフト量を保持す
るＲＡＭと、Ｎ行の組みごとにシフトするＲＡＭと、各
セグメントごとに設けられた階調選択回路を具備し、階
調レジスタの出力が順次前記階調選択回路に接続され、
階調選択回路は同時刻の階調レジスタの出力を用いてＮ
行の階調処理を行うことを特徴とするものである。この
ように、本発明の表示装置は表示面内でフレームごと、
ラインごとに、オンオフパターンを変化させ、オンとオ
フをなるべくランダムに分散させてフリッカを低減させ
る構成を有している。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照しながら説明する。
【０００７】（発明の実施の形態１）図１に本発明の第
１の形態における機能ブロック図を示す。本実施形態が
対象とする表示装置は、複数のセグメント信号線（カラ
ム）とこれに直交する複数のコモン信号線（ライン）に
より駆動される単純マトリクス型の液晶表示パネルであ
る。本発明はＦＲＣのデータを出力するための階調レジ
スタ回路１９２と階調レジスタを水平同期信号１９３ま
たは垂直同期信号１９４ごとにシフトさせる階調制御部
１９１および階調レジスタ出力を入力映像信号１９６に
より選択する階調選択回路１９５よりなり、階調選択回
路１９５の出力は図２１に示す複数ライン選択法を実現
するための機能回路の入力信号Ｓ２１１として供給され
る。
【０００８】複数ライン選択法（Multi-Line-Selection
 Method：以下ＭＬＳとする）においては、図２１に示
すように１フレームの表示情報である入力信号行列Ｓ２
１１と、直交関数生成部２１３により生成された直交関
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数行列Ｈ２１５を、演算器２１２によりＨ×Ｓの行列演
算を行い、セグメント信号としてセグメント信号線２１
４に出力する。同時にコモン信号線には、直交関数行列
Ｈの各行の要素に比例した電圧が水平走査期間毎に順次
印加され、コモン信号線とセグメント信号の間にかかる
電圧により画素のオンオフ表示を行う。
【０００９】次に図１の構成においてその動作を簡単に
説明する。各入力映像信号１９６は、対応する各セグメ
ント信号線の画素に表示されるべき映像信号で、一般に
多階調信号である。階調レジスタ回路１９２からは、各
階調に対応するオン・オフの時系列パターンをになった
階調レジスタ出力が、セグメント信号線ごとに設けられ
た階調選択回路１９５に並列に接続されている。図１は
８階調の場合を例示しており、階調０、および階調８を
除く６つの階調のパターンが６本の階調レジスタ出力と
して出力されている。階調０、および階調８のパターン
は、全時間オフあるいは全時間オンなので各階調選択回
路の中で対応できる。６つの階調パターンは、後に述べ
るように階調制御部１９１において、水平同期信号１９
３および垂直同期信号１９４ごとにシフト処理される。
階調選択回路１９５は、入力映像信号１９６に応じた階
調パターンを階調レジスタ出力から選択して二値の表示
信号１９７として出力する。この表示信号１９７は、図
２１の入力信号行列Ｓ２１１の要素となる。
【００１０】直交関数行列Ｈ２１５の列数はコモン信号
線の数と等しく、その要素はコモン信号線の選択時には
１もしくは－１の値を持ち、非選択時には０の値を持
つ。従ってＮ行同時選択の場合、直交関数２１５は１行
にＮ個の１もしくは－１を持つため、ある水平走査期間
に対応するＨ×Ｓの演算には入力信号行列Ｓ２１１の行
データは選択されたコモン信号線に対応する少なくとも
Ｎ行分必要となる。そのため入力信号２１１はコモン信
号線の同時選択数Ｎ行分、同時刻（少なくとも１水平走
査期間内）に演算器２１２に入力される。従って図１の
入力映像信号１９６も少なくとも１水平走査期間内にＮ
行同時入力される必要がある。そのためには例えば、入
力映像信号を担う線を各セグメントあたりＮ本設ける
か、あるいは１本で高速転送するようにしてもよい。Ｎ
行すべて同じ階調ならば、階調選択回路１９５は同一階
調レジスタ出力を選択する。
【００１１】図３は本発明による階調選択回路１９５の
出力を示したものである。
【００１２】図３は、パネル全体の画素のオンオフパタ
ーンを示した図２の左上の部分（太線で囲んだ部分）に
ついて拡大表示したものである。図３で白丸２はオン状
態の画素、斜線をひいた丸１がオフ状態の画素である。
なおこの図３では４ライン同時選択法を用い、８階調中
の１階調目を画面全体に出したものである。４ライン同
時選択のため４行ずつ同じオンオフパターンになってお
り、入力時刻（水平走査期間）が異なる４行ごとの組ご
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7
とにパターンがシフトすることが本発明の第１の形態の
特徴である。
【００１３】この手法により４ラインごとのシフト量
（ラインシフト）、フレームごとのシフト量（フレーム
シフト）を調整することで８階調表示においてフレーム
シフトを３もしくは５、ラインシフトを３もしくは５の
いずれかに設定すれば、フレーム周波数１２０Ｈｚでフ
リッカをなくすことができる。
【００１４】ＭＬＳ駆動法においては、同時選択本数が
４の場合、一般に演算の結果は４、２、０、－２、－４
の５通りがあり、４は電圧値Ｖ２（＝２×Ｖ１）、２は
Ｖ１、０はＶｃ、－２は－Ｖ１、－４は－Ｖ２としてセ
グメント信号線に印加される。セグメント出力５値のう
ち±Ｖ２が発生すると、画質が悪くなると言われてい
る。例えば±Ｖ２及びＶｃのみで画像を表示させると５
０Ｈｚ蛍光灯との干渉によるフリッカを受けやすくな
る。本発明における階調表示方法では、直交関数を図１
５のようにとることにより、全画面が同じ階調であると
きには、オンオフデータは４行ともオンもしくは４行と
もオフとなるため任意のシフト量に対しても、Ｈ×Ｓの
演算結果は２もしくは－２となる。従って本発明の実施
の形態１において、±Ｖ２が発生せず、画質の低下が少
ない表示が可能である。さらに±Ｖ２が発生しないよう
な回路を付加する必要もなくなり、その分回路規模を小
さくできるという特徴を持つ。
【００１５】（発明の実施の形態２）図４は本発明の第
２の形態における、ＦＲＣ画像パターンを示す。図３と
異なるのはラインシフトを少なくとも２種類もち、ライ
ンシフト（Ａ）３とラインシフト（Ｂ）４として、それ
ぞれ異なる値をとれるようにした点であり、４ライン同
時選択の場合、４行ごとにシフトさせる値を個別に設定
できるようにした点である。
【００１６】上記のように構成された場合、ラインシフ
ト３と４の値を異ならせることにより、図３でオン画素
２が斜めに規則的に並んでいたのを、ある程度ランダム
にすることができる。この場合でも４ラインは同じオン
オフデータをとるので、Ｖ２の発生もない。ラインシフ
トがＡ、Ｂの２種類あるため、２種類のラインシフトの
値を保持するレジスタやＡ、Ｂいずれを実行するかの判
別回路を付与するため若干の回路規模増大につながる
が、この操作により８階調表示においてフレーム周波数
１００Ｈｚ程度でフリッカがおさまることがわかった。
【００１７】（発明の実施の形態３）図２０に本発明の
第３の形態による階調処理のブロック図を示す。図１と
異なる点はＮ行の組のうちの偶数行および奇数行のうち
少なくとも一方のシフト量を保持するＲＡＭと、ライン
シフトならびにフレームシフトのシフト量を保持するＲ
ＡＭからなるシフト量保持用ＲＡＭ２０１を持ち、その
ＲＡＭを書きかえるためのマイコン２０２を持つことで
ある。これにより階調制御部１９１は入力同期信号１９
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３および１９４によって、シフト量保持用ＲＡＭ２０１
の中からいずれかひとつのシフト量データをもらい、こ
のデータに基づいて階調レジスタ回路１９２中のレジス
タをシフトさせる。これにより、Ｎ行の組の中でも偶数
行と奇数行では異なるレジスタ出力をとることができ
る。図５は本発明の第３の形態におけるＦＲＣ画像パタ
ーンを示す。この例でもＮ＝４の４行同時選択法とし、
８階調中の１階調目を表示させている。実施の形態１、
２では４行ごとにシフトしていたが、この形態では、４
行ごとにシフトさせることに加えて、４行のうち偶数行
と奇数行でことなるオンオフデータを取っている。図５
では奇数ラインに対し偶数ラインをシフトさせており、
これを偶数ラインシフト５１とする。
【００１８】８階調表示においてこの偶数ラインシフト
５１を１から４のいずれかにし、フレームシフトを３も
しくは５、ラインシフトを１、２、５、６のいずれかに
設定すればフレーム周波数８０Ｈｚにおいてもフリッカ
は発生しないという効果が得られた。また４階調表示さ
せた場合、偶数ラインシフトを２もしくは３、フレーム
シフトを１、ラインシフトを１から３のいずれかに設定
すればよい。４階調表示は８階調表示のうちの４つをと
ったものであり、共通に使っている階調が存在するが、
階調数によって最適なシフト量が変わることがわかっ
た。そこで、図２２のように表示階調数２２１によりシ
フト量保持用ＲＡＭ２０１の値を変更できるようにし、
表示階調数により、最適なシフトをさせるようにした。
【００１９】また、フレーム周波数によって、最適なラ
インシフト、Ｎ行ごとの組の中でのシフト量が異なる事
がわかった。８０Ｈｚの場合と１２０Ｈｚの場合で比較
するとそれぞれ２ないし、３違うことがわかった。そこ
で階調表示数と同様に、フレーム周波数２２２が７０か
ら１１０Ｈｚの場合と１２０から１６０Ｈｚの場合によ
ってマイコン２０２により、シフト量保持用ＲＡＭの値
を変えられるような構成を考えた。
【００２０】ＦＲＣにより階調表現を行う場合、数フレ
ームでの画素の平均輝度の違いにより階調表現を行って
おり、液晶表示装置として用いた場合、液晶の応答速度
によってフリッカの発生の程度が変化する。特に応答速
度が５０ｍｓから１２０ｍｓの範囲ではオンのフレーム
とオフのフレームがはっきりし、他の階調との干渉によ
る縦筋が出やすくなる。特に他の階調との干渉は干渉が
起きたセグメントライン上の画素すべてに影響を及ぼ
し、フリッカよりも画質の低下が著しくなる。そこで、
図２２の階調制御ブロックの外部に切り替えスイッチ２
２４を設け、スイッチにより応答速度が５０から１２０
ｍｓの場合と、１３０から３００ｍｓの場合で異なるシ
フト量を持つように、マイコン２０２でシフト量保持用
ＲＡＭ２０１の値を書きかえるような構成にする。例え
ばラインシフトの場合、応答速度１３０から３００ｍｓ
の液晶では、１ないしは２が好ましく、５０から１２０
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ｍｓの液晶では３ないし４が好ましいためである。これ
により表示させるパネルの応答速度に応じて、干渉およ
びフリッカの少ない最適シフト量で表示させることが可
能となる。
【００２１】他に４行内において、オンオフをずらす方
法としては、図６、７、１６の方法が考えられる。図６
では図５の例とは逆に奇数列の場合にシフト量保持用Ｒ
ＡＭ２０１の値を書き換えて、奇数列をシフトさせる、
奇数ラインシフト６１を入れる方法を示し、図７では
２、３行をシフトさせる２－３ラインシフト７１、図１
６では、３、４行をシフトさせる３－４ラインシフト１
６１の例を示している。図７では２、３列ではなく１、
４列をシフトさせてもよく（１－４ラインシフト）、図
１６では１、２列をシフトさせても（１－２ラインシフ
ト）同様な効果が得られる。ラインシフト３、フレーム
シフト４の値によって、フリッカに効果的なシフトの方
法が異なる。隣接画素同士が異なるオンオフデータを持
つように組み合わせる必要がある。
【００２２】これらの方法はいずれも４行のデータの中
で、全面に同一階調を表示させた場合、オン対オフの割
合が４対０、２対２もしくは０対４となるようなシフト
の方法である。この組み合わせの場合、図１５の直交関
数を用いた場合、ＭＬＳ演算の結果±Ｖ１の電圧のみで
走査される。従って、±Ｖ２の電位が発生せずに表示が
可能であり、かつ低フレーム周波数表示が可能なＦＲＣ
階調表示方法である。
【００２３】（発明の実施の形態４）更にフレーム内で
ランダム配置するには、図３１のようにＮ行ごとの組の
数を検出する回路３１１を設け、Ｎ行ごとの組の数によ
りシフト量保持用ＲＡＭ２０１の値を書き換えることに
より、Ｎ行ごとの組の中でシフトさせる行のシフト量を
変化させる方法がある。例えば図８に示すように４行ご
とに偶数ラインシフトの量を変化させる方法がある。図
８の例では奇数ブロックではシフト量３、偶数ブロック
ではシフト量５として、図５と比較してＮ行内でシフト
させたオンパターンが直線上からやや乱れるようになっ
た。各ブロックで全くことなるシフト量をとることも可
能であるが、シフト量を記憶させるレジスタの数が多く
なり、回路規模が大きくなる。実用上ではフリッカ低減
の効果と回路規模の兼ね合いから、シフト量のパターン
としては２から４つ程度が望ましい。シフト量のパター
ン１というのは図５に示す発明の形態３であるため除外
した。なお、図８では偶数ラインシフトについて説明を
行ったが、奇数ラインシフトや１－２、３－４、１－
４、２－３ラインシフトでも同様な効果が得られる。
【００２４】（発明の実施の形態５）図９は本発明の第
５の形態を示す。図２２のシフト量保持用ＲＡＭ２０１
の値をブロックごとにかえることで、ブロックごとに異
なるシフトの仕方を入れ、オンオフのパターンをランダ
ム化するものである。図９の例では、４ライン同時選択
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法の場合で奇数ブロックでは偶数ラインシフト、偶数ブ
ロックでは２－３ラインシフトを用いている。これによ
り図５から図８のパターンに比べランダムな配置を可能
にしている。なお、例として偶数ラインシフトと２－３
ラインシフトを組み合わせた方法を示したが、他の奇
数、１－２、３－４、１－４ラインシフトのいずれを組
み合わせた場合でも同様な効果が得られる。但し、発明
の形態４と同様に組み合わせを増やすことにより回路規
模が増大するため、２ないし３種類の組み合わせで実施
するのが好ましい。この例では４ライン同時選択の場合
について説明を行ったが、一般にＮライン同時選択の場
合、第１のＮ行の組と、第１の組の次の組である第２の
Ｎ行の組において、シフトさせる列を少なくとも１つ異
ならせれば同様の効果が得られる。
【００２５】（発明の実施の形態６）これまでの発明で
はあるフレーム内でオンとオフをランダムに配置しフリ
ッカを低減する方法であった。本発明の第６の形態とし
て、時間軸方向つまりフレームレートコントロールごと
にオンオフのパターンをランダムに配置する方法を図１
０及び図２７に示す。７つのフレームを使って階調表現
する場合、この間にシフトの方法を変えることは、シフ
ト量によっては液晶にかかる実効値が変化する恐れがあ
る。そこでＦＲＣが完結する７フレームおきにシフトの
方法を変化させる。一般にＭフレームで階調表現を行う
場合、ＦＲＣの開始終了を検出するためフレームカウン
ト回路３２１により、Ｍフレームごとに図１０の形態で
はシフトさせる列の変更を指示し、図２７の形態ではシ
フト量保存用ＲＡＭの値を変化させれば実現できる。図
１０では奇数ＦＲＣでは偶数行を、偶数ＦＲＣでは２お
よび３列をシフトさせている。これにより、ＦＲＣ間で
少なくとも２行のオンオフパターンが変化する。図２７
ではラインシフト量を変更させるため、４行のデータ全
てのオンオフパターンが変化する。また図１０および図
２７の形態を合わせて用いることで、さらにランダムパ
ターンを生成できる。発明の形態１から５においては、
あるフレームだけを見るとオンオフパターンがランダム
になっているが、フレーム間ではそのパターンがフレー
ムシフトにより画面全体が一定方向にずれるのみである
ためオンオフのランダムさが不十分であるとオンオフパ
ターンの流れが波のようになり画面が流れて見える。Ｆ
ＲＣ完結ごとにシフト量を変化させることにより、ＦＲ
Ｃごとに波の速度を変化させることができ、画面の流れ
を押さえることにより、フレーム内ではオンオフパター
ンが十分にランダム配置されてない場合でもフリッカの
発生を押さえることが可能となる。
【００２６】（発明の実施の形態７）波の速度を変え
て、フリッカの発生を押さえる方法としては、ＦＲＣご
とにフレームシフトの値を変化せればよい。フレームシ
フトの値の組み合わせ方は任意であるが、好ましい組み
合わせとしては、図１１に示すようにあるＦＲＣ（期間
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Ａ）ではフレームシフトの値を１にして、次のＦＲＣ
（期間Ｂ）では６にする。このようにすれば期間Ａでは
右回りに１、Ｂでは左回りに１となり、Ａ、Ｂを交互に
組み合わせることで、流れる方向を逆にし、目の錯覚を
利用して流れがとまったように見せる。一般的にＮ階調
ではフレームシフトを期間ＡでＭにした場合、期間Ｂで
（Ｎ－１－Ｍ）とすれば、実現可能である。なおこの例
ではＡ、ＢはＦＲＣ完結ごとに交互に使用したが、数Ｆ
ＲＣごとの繰り返しにしてもよい。また階調ごとにＦＲ
Ｃに要するフレームが異なる場合、その公倍数の値ごと
にＡ、Ｂを交互にすることにより、階調間での干渉を防
ぐためにも有効となる。たとえば８ＦＲＣと１２ＦＲＣ
を組み合わせて階調表現を行う場合、Ａ、Ｂは２４の倍
数であることが望ましく、更に期間Ａのフレーム数と期
間Ｂのフレーム数が一致した場合もっとも効果を発揮す
る。
【００２７】また、ラインシフトは期間ＡでＬである場
合、期間Ｂでは（階調数－１－Ｌ）とする。
【００２８】偶数、奇数ラインシフトとの組み合わせに
おいては、期間Ａで偶数ラインシフトさせた場合は、期
間Ｂで期間Ａと同じシフト量の奇数ラインシフトをさせ
る。期間ＡでフレームシフトがＭで偶数ラインシフトが
Ｌの組み合わせがもっともフリッカが少ない場合、期間
Ｂでフレームシフト（Ｎ－１－Ｍ）、奇数ラインシフト
Ｌの組み合わせにすると、期間Ａと期間Ｂでのフリッカ
は同一レベルとなることがわかった。（Ｎは階調数）シ
フト量を変化させると期間ＡとＢでフリッカの程度が変
化するためフリッカを減少させることはできずどちらか
悪い組み合わせのものが目立つ。逆に期間Ａにおいて奇
数ラインシフトで最適化された場合は期間Ｂで偶数ライ
ンシフトを用いる。シフト量は常にＬとしてシフトさせ
るラインを期間ＡとＢで入れ替える。１－４ラインシフ
トと２－３ラインシフト、１－２ラインシフトと３－４
ラインシフトの関係でも同様である。以上のようなフレ
ームシフト、ラインシフト、偶数ラインシフト、奇数ラ
インシフト、１－４ラインシフト、２－３ラインシフ
ト、１－２ラインシフト、３－４ラインシフトの関係を
使うことで、目の錯覚によりフリッカを消すことができ
る。図１２に８階調（７ＦＲＣ）、偶数ラインシフト、
奇数ラインシフトを使った場合について、シフト量の関
係を示した。期間Ａの１フレーム目からパターンを右に
Ｆずらす、６回ずらしたところでＦＲＣが完結する。そ
こで折り返し今度は右に（７－Ｆ）つまり左にＦづつ６
回ずらし、ＦＲＣを完結させる。期間Ａ、Ｂとも７フレ
ーム必要であるから期間ＡからＢ、ＢからＡへ移る折り
返しの時はフレームシフト０である。
【００２９】（発明の実施の形態８）発明の形態７にお
いては期間ＡからＢ、ＢからＡへ移る際（図１２の７及
び１４）にフレームシフトが０つまり波が止まる状態に
なり、フリッカが消えにくい要因となっていた。そこで
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図１３のようにパターンを右にずらす場合と左にずらす
場合で初期状態を変える構成にした。Ａ１からＡ７まで
でＦＲＣを完結させた後、形態７ではＢ７からはじめて
いたのを、例えばＢ５からはじめてＢ４、Ｂ３、Ｂ２、
Ｂ１、Ｂ７、Ｂ６とした。これにより図１３の７及び１
４に示すようにＡからＢ、ＢからＡに移る際においても
フレームシフトさせるため、波が止まらずフリッカが見
えにくくなる効果が得られる。なお期間Ｂの開始はＢ５
に限らず、Ｂ１からＢ６のいずれでもよい。（Ｂ７の場
合は発明の形態７となるので除外）開始位置をずらした
だけなので、実効値のずれは生じない。
【００３０】（発明の実施の形態９）発明の形態３にお
いては図２２のシフト量保持用ＲＡＭ２０１は偶数行、
奇数行のシフト量の少なくともひとつのみを保持してい
たため、２つ隣行の画素とはオンオフデータが一致して
いた。更にランダムにするためにはＮ行の組で各行が異
なるシフト量を取れるようにすればよい。そのためにシ
フト量保持用ＲＡＭ２０１にＮ行すべて個々にシフト量
を保持するＲＡＭをもたせた。これにより、例えば４ラ
イン同時選択法において、１行目から４行目のシフトが
個々に設定できるようになり図２３のようなオンオフパ
ターンが実現でき、フリッカの低減を図ることができ
た。
【００３１】（発明の実施の形態１０）図２９は本発明
の第１０の実施の形態である。従来は階調レジスタ出力
２９１（Ｍビット）の最下位ビットから最上位ビットを
順にセグメント１からＭの階調選択部２９２に接続し、
これをセグメント最終列まで繰り返している。本発明で
は、２９５に示すように最上位ビットから順に接続する
Ｍ列のブロックをいれ、最下位ビットから順に接続する
Ｍ列のブロックと交互に配置するようにした。７階調中
１階調目をラインシフト１、フレームシフト１、偶数ラ
インシフト３として表示させた場合のオンオフパターン
を図３３に示す。フレームの進行により、従来と同一接
続のカラム１からカラム７においては、右にオンパター
ンが移動し、逆に接続したカラム８からカラム１４にお
いては、左にオンパターンが進行する。これにより、従
来の配線では右に流れる波が、入れ替えた部分では左に
流れるようになる。その結果、同一方向に流れる波の面
積が減る分、フリッカが目立ちにくくなる。これにより
フレーム周波数は３から５Ｈｚ低下させることができ
る。
【００３２】（発明の実施の形態１１）フレームシフト
のシフト量Ｆは、Ｘフレーム（Ｘは自然数）で階調表現
を行う場合、Ｘ回フレームシフトさせたときに、１から
Ｘ列のすべての列を通っていなければならず、この条件
を満たさない場合、全画面同一階調表示の時、画素ごと
に実効値がずれむらのある表示となる。それゆえ、Ｆは
Ｘの約数でないものに限られる。従って、Ｘが素数の場
合は、Ｆの組み合わせは多くなるが、約数を多く持つ場
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合とりうる値は少なくなる。例えば１２フレームで階調
表現する場合、Ｆは１、５、７、１１の４通りとり得る
が、６フレームで階調表現を行おうとすると、Ｆは１も
しくは５の２通りしかとり得ない。そのため、フレーム
シフトの値によるフリッカの低減を行うことは難しい。
５フレーム以下の場合、フレーム数が少ないため、Ｆの
とり得る値が２通りであっても、発明の形態１から９を
行うことで、フレーム周波数８０Ｈｚでフリッカがなく
なった。また、７フレーム以上の場合はとり得る値が少
なくとも４通り存在する。また、Ｆ＝１もしくはＸ－１
以外のＦをとることで、少なくとも２画素以上隣に移動
するため、目の錯覚により波の移動が遅くなり、目立ち
にくくなる効果がある。発明の実施の形態１から９を組
み合わせると、同様にフレーム周波数８０Ｈｚでフリッ
カがなくなる。ところが６フレームの場合、Ｆは１もし
くは５のみしかとれず、波の速度を変えることができな
いため、フレーム数が少ないにも関わらず、フリッカが
目立ちやすいことがわかった。フリッカをとめるために
は１２０Ｈｚ程度必要となる。これを、他と同じレベル
にするためには、フレームシフト量Ｆ＝１もしくは５以
外の値をとったかのような、分散のさせ方が必要であ
る。そこでレジスタの出力と階調選択部の接続をつなぎ
換えて、実際にはとり得ないフレームシフト量を擬似的
に作り出せるようにした。図３０に本発明の形態による
階調レジスタ２９１出力と階調選択部２９２の接続の方
法を示す。セグメント１列目から順に階調レジスタ２９
１出力の最下位ビット２９４から偶数番目のビットを順
次接続する。最上位ビットまで接続を終えると続いて下
位から奇数番目のビットを順次接続する。このように接
続した場合に、フレームシフトＦ＝１とした場合のオン
オフパターンを図３４に示す。従来例では画面全体がフ
レーム間で常に１ずつシフトしているが、本発明の形態
ではシフト量はフレームごとに変化し、順に３、４、
３、４、３、１となる上に、Ｎ行の組みごと、偶数ライ
ンシフトを用いた場合Ｎ行の組のうちの偶数ライン、奇
数ラインで先のシフト量の繰り返しの開始位置が異な
る。従って、波の速度はフレームごと、画素の位置によ
って異なり、フリッカが見えにくくなる。これによりフ
レーム周波数８０Ｈｚでもフリッカのない表示が可能に
なった。発明の形態１０、１１の他にも、一般にＸビッ
トの階調レジスタ出力２９１と階調選択部２９２を１対
１で接続すれば、ＦＲＣによる波の速度がランダムとな
りフリッカが低減される。また、この方法を他の階調に
おいて適用すると、同様な効果が得られ、フレーム周波
数を８０Ｈｚから７５Ｈｚまで低減されることがわかっ
た。
【００３３】（発明の実施の形態１２）従来、フレーム
シフトは各フレーム間ですべて同じ値を持っていたた
め、一定の速度で画像が流れて見えた。そこで、フレー
ム間で異なる値を持たせ、画像の流れる速度を可変する
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ことで、流れを見えにくくすることを考えた。フレーム
間で異なるフレームシフトの値を持たせるため、図２８
に示すように、階調比較テーブル２８１を用いることに
した。階調比較テーブル２８１において、ランダムな変
数を発生させ、その値をマイコン２０２によりシフト量
保持用ＲＡＭ２０１に書き、ＲＡＭ２０１によって階調
レジスタ回路１９２のレジスタのシフト処理を行う。階
調比較テーブル２８１で発生する変数は、Ｙフレーム
（Ｙは２以上の自然数）で階調表現を行う場合、シフト
の結果必ず、１フレームからＹフレームを１回ずつ通る
ような組み合わせである必要がある。この結果オンオフ
パターンは図３５のようになり、一定方向に一定速度で
画像が流れるのを防ぐことができる。この結果フレーム
周波数８０Ｈｚにおいてフリッカがない表示が可能にな
った。
【００３４】実施例１から１２の組み合わせによっても
実施できる。
【００３５】また４ライン同時選択の場合について説明
したが、一般にＮライン同時選択により表示を行う場合
はＮ行の画像データが同時に転送される構成となるた
め、Ｎ行ごとにパターンを変えることで、同様な効果が
得られる。図１８に８行同時選択下場合のオンオフパタ
ーンを示す。実施の形態３から８において、偶数ライン
シフト、奇数ラインシフト、１－２、３－４、１－４、
２－３ラインシフトはＮライン同時選択の場合において
は、同時に転送されるＮラインのデータの中でＮ／２ラ
インをずらすシフトのこととなる。Ｎ／２本の組み合わ
せ方は複数あり、例えば偶数ラインをすべて動かしたな
ら偶数ラインシフトとなる。４ライン同時選択ではシフ
トのさせ方は６通りであり、すべて名前をつけたが、Ｎ
ライン同時選択の場合は組み合わせが多いことからこれ
らをまとめてＮ／２ラインシフトとする。方法において
変化はないことから一般にＮライン同時選択においても
同様にフリッカ低減効果が得られる。
【００３６】以上の説明においては８階調表示時におい
てその１階調目の表示方法について説明したが、２階調
目～７階調目の場合でも、階調数においても８階調以外
でも３～１８階調程度好ましくは３から１６階調までシ
フト量を変えることで、同様な効果が得られる。図２６
に８階調表示以外の例として、１３階調表示での５階調
目の場合について、シフトさせたオンオフパターンの図
を示す。４ライン同時選択の場合において、いくつかの
階調での最適なシフト量を図１４に示す。
【００３７】また、本発明の実施の形態によるフリッカ
の発生がおさまるフレーム周波数を８階調および１６階
調の場合について図２５に示す。
【００３８】図２４は実施の形態１から１２のうちの少
なくとも１つの形態を用いた表示装置２４４に復調装
置、アンテナ２４３、ボタン２４２を取り付け、筐体２
４１でもって携帯情報端末にしたものである。
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【００３９】図１９は本発明の表示装置２６１に映像信
号処理回路２６２と電源周波数により階調シフトデータ
を変化させる切り替え手段２６３を具備することを特徴
とする液晶テレビである。５０Ｈｚと６０Ｈｚ用の二つ
の階調シフトデータを用意し、切り替え手段２６３によ
って変化させ、外光との干渉によるフリッカを防止す
る。
【００４０】
【発明の効果】以上のように本発明は、Ｎ行同時選択法
においてＦＲＣにより階調表現を行う場合においてＮ行
の組ごと、フレームごと、Ｎ行の組のうちの複数行にお
いて、階調レジスタをシフトさせること、シフト量を少
なくとも２バターン用意すること、フレームごとにシフ
ト量をランダムに変化させること、フレームごとにシフ
ト量をランダムに変化させることにより、フリッカの少
ない階調表示が可能な表示装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の形態における表示装置の階調表
示部を示した図
【図２】本発明の第１の実施の形態における８階調表示
時の１階調目を表示した際のパネル全体の画素のオンオ
フパターンを示した図
【図３】本発明の第１の実施の形態における８階調表示
時の１階調目を表示した際の画素のオンオフパターンを
示した図
【図４】本発明の第２の実施の形態における画素のオン
オフパターンを示した図
【図５】本発明の第３の実施の形態において偶数ライン
をシフトさせたときの画素のオンオフパターンを示した
図
【図６】本発明の第３の実施の形態において奇数ライン
をシフトさせたときの画素のオンオフパターンを示した
図
【図７】本発明の第３の実施の形態において第２及び第
４ラインをシフトさせたときの画素のオンオフパターン
を示した図
【図８】本発明の第４の形態におけるオンオフパターン
を示した図
【図９】本発明の第５の形態であり、Ｎ行のブロックご
との中でシフトさせる行をブロックごとに変化させた場
合のオンオフパターンを示した図
【図１０】本発明の第６の形態であり、ＦＲＣ完結ごと
にシフトさせる行をブロックごとに変化させた場合のオ
ンオフパターンを示した図
【図１１】本発明の第７の形態であり、ＦＲＣ完結ごと
にフレームシフト、ラインシフトを逆方向に変化させ、
Ｎ行のブロックの中でシフトさせる列を入れ替えた場合
のオンオフパターンを示した図
【図１２】本発明の第７の形態であり、ＦＲＣ完結ごと
にフレームシフト、ラインシフトを逆方向に変化させ、
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Ｎ行のブロックの中でシフトさせる列を入れ替えた場合
の各フレーム間でのシフト量を示した図
【図１３】本発明の第８の形態において各フレーム間で
のシフト量の与え方を示した図
【図１４】本発明の形態において、フリッカが低減する
最適なシフト量を示した図
【図１５】本発明において４ライン同時選択を行った場
合の直交関数を示した図
【図１６】本発明の第３の実施の形態において第３及び
第４ラインをシフトさせたときの画素のオンオフパター
ンを示した図
【図１７】従来の実施の形態におけるＦＲＣ階調表示に
おけるオンオフパターンを示した図
【図１８】８ライン選択駆動法の場合におけるオンオフ
パターンを示した図
【図１９】本発明の表示装置を組み込んだ液晶テレビの
図
【図２０】本発明の第２から第９の形態における表示装
置の階調表示部を示した図
【図２１】複数ライン選択法におけるセグメント信号出
力を得るための入力信号演算回路を示した図
【図２２】本発明の第３の形態において、図２０のブロ
ック図から表示階調数、フレーム周波数、パネルの応答
速度の違いによりＲＡＭの値を変化させるようにした図
【図２３】本発明の第９の形態において、４行の組の中
で各行がそれぞれ異なるシフト量を持った場合のオンオ
フパターンを示した図
【図２４】本発明の表示装置を組み込んだ、携帯情報端
末の図
【図２５】本発明の形態において、フリッカがおさまる
フレーム周波数を示した図
【図２６】本発明の第１の形態において、１３階調中５
階調目での実施例を示した図
【図２７】本発明の第６の形態において、８階調中１階
調目での実施例を示した図
【図２８】本発明の第１２の形態において、フレームシ
フトの値をランダムに実施できるようにした図
【図２９】本発明の第１０の形態において、１３階調中
５階調目での実施例を示した図
【図３０】本発明の第１１の形態において、６ビット階
調レジスタの場合の階調選択部との配線方法を示した図
【図３１】本発明の第４の形態において、Ｎ行の組の数
をカウントし、Ｎ行ごとの組ごとにシフト量を変化させ
ることができるような構成にした図
【図３２】本発明の第６の形態において、フレーム数、
Ｎ行の組の数をカウントし、シフト量をカウンタ値によ
り変化させるようにした回路構成図
【図３３】本発明の第１０の形態において、図２９の回
路構成を用いた場合のオンオフパターンを示した図
【図３４】本発明の第１１の形態において、図３０の回
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路構成にした場合のオンオフパターンを従来例とともに
示した図
【図３５】本発明の第１２の形態において、図２８の回
路構成にした場合のオンオフパターンを示した図
【符号の説明】
１９１  階調制御部
１９２  階調レジスタ回路
１９３  水平同期信号
１９４  垂直同期信号
１９５  階調選択回路 *
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*１９６  入力映像端子
１９７  表示信号
２０１  シフト量保持用ＲＡＭ
２０２  マイコン
２２１  表示階調数入力
２２２  フレーム周波数入力
２２４  外部切り替えスイッチ
３１１  行数カウント回路
３１２  フレームカウント回路

【図１】

【図３】

【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】

【図１５】
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【図１８】

【図１９】

【図２３】
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【図２０】

【図２１】

【図２５】
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【図２２】

【図２４】 【図２９】
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【図２６】

【図２７】

【図３５】
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【図２８】

【図３０】
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【図３１】

【図３２】
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【図３３】

【図３４】
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解决的问题：在用于选择多条线的显示装置中，通过FRC在灰度显示期
间防止闪烁的发生而不增加帧频。 使用用于通过水平和垂直同步信号
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度控制单元191，并且通过微计算机202来改变移位量保持RAM 201的
值。 通过适当地改变和随机地在同一帧平面中以及在帧之间分布开/关图
案，可以防止闪烁的发生。
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